
 
 

 

平成 19 年 9 月の公社債市場 

 

（１）流通市場 

 

① 長期国債 

平成 19 年 9 月の債券市場は、買い優勢で始まり、3日の 10 年国債 286 回債の利回

り（注１）は 1.633 %となった。 

その後、米国の 8月の雇用統計が市場予想から下振れ減少に転じたことや国内のＧ

ＤＰ改定値が減少転落となったこと等により、利回りは低下傾向で推移し、安倍首相

の辞任表明が行われた 12 日には 1.506 %にまで低下した。以後、18 日米国のＦＯＭ

Ｃによる 0．5％の利下げが行われたことや日経平均株価の反発を受け、利回りは上

昇し、20 日には 1.625 %になり 1.600 %を超えた。その後も期末の残高調整等や日銀

の審議委員の利上げに前向きな発言があったこと等から売りが続き、利回りは 27 日

には 1.720 %までに上昇した。 

28 日の 10 年国債 288 回債の利回りは 1.675 %となり、前月末の 1.603 %に比べて

0.072 %ポイントの上昇となって 9月の取引を終えた。 

 

（注１）長期国債（10 年）直近発行ものの公社債店頭売買参考統計値における平均値の単利利

回り。発表日は翌日付。 

 

② 短期国債等 

平成 19年 9月の政府短期証券の利回り（注２）は、3日に 0.670 %と前月末の 0.675 %

よりも 0.005 %ポイント低い利回りで始まった。8 月に日銀による資金供給が行われ

た流れを受けて上旬は 0.640 %以上の利回りを維持したものの、米国 8月の雇用統計

等の材料により 10 日に利回りが 0.617 %まで低下し、以後月末まで 0.600 %前後の横

ばいとなった。28 日には利回りは 0.587 %となり、前月末の 0.675 %に比べて 0.088 %

ポイントの低下となった。 

 

（注２）政府短期証券（3か月）直近発行に係るものの公社債店頭売買参考統計値における平均

値の単利利回り。発表日は翌日付。 



 
 

 

 

 

債券利回りの推移
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（注2）政府短期証券（3か月）直近発行ものの公社債店頭売買参考統計値の
　　　　平均値（単利）。
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日付 長期国債回号 短期国債回号 

  参考統計値  参考統計値 

8 月 31 日 286 回債(発行済) 1.603 472 回債 0.675 

9 月 3 日 ↓ 1.633 │ 0.670 

4 日 288 回債(20 日発行) 1.645 ↓ 0.660 

5 日 │ 1.620 473 回債 0.642 

6 日 │ 1.610 │ 0.640 

7 日 │ 1.585 │ 0.640 

10 日 │ 1.511 │ 0.617 

11 日 │ 1.530 │ 0.596 

12 日 │ 1.506 ↓ 0.563 

13 日 │ 1.525 474 回債 0.576 

14 日 │ 1.540 │ 0.576 

18 日 │ 1.526 ↓ 0.577 

19 日 │ 1.585 475 回債 0.607 

20 日 │ 1.625 │ 0.604 

21 日 │ 1.676 │ 0.604 

25 日 │ 1.686 ↓ 0.601 

26 日 │ 1.667 476 回債 0.588 

27 日 │ 1.720 │ 0.591 

28 日 ↓ 1.675 ↓ 0.587 

 

参考 



 
 

 

（２）発行市場 

 

平成 19 年 9 月の国内公募公社債発行額は、11 兆 574 億円と前月 11 兆 3,313 億円に

比べ 2,739 億円の若干の減少となった。その主な要因は次の通りである。 

ア 国債について、9 月の発行額が 8 兆 3,520 億円と、前月 10 兆 257 億円に比べ 1

兆 6,737 億円の大幅な減少であったこと。 

イ 政府保証債の発行額は若干の減少となったが、地方債及び財投機関債については、

ともに 5,000 億円を超える発行額となったこと等から地方債、政府保証債及び財

投機関債等の合計額は 1兆 4,001 億円と今年度最高の発行額となったこと。 

ウ 普通社債について、8 月は銀行社債の発行がなく、サブプライムローン問題の余

波から一般事業債の発行が控えられたことに対して、9 月は銀行社債の発行があ

り、一般事業債の発行も著しく、電力債の発行額が 8月分を上回ったこと等によ

り、1兆 1,583 億円と今年度最高の発行額となったこと。 
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① 国債 

前月比

 国  債 106,111 92,146 87,714 110,491 100,257 83,520 △ 16,737
  (うち 割引短期国債) (14,000) (14,000) (14,000) (14,000) (13,987) (14,000) (13)
  (うち 個人向け国債) (11,805) (0) (0) (19,676) (0) (0) (0)

９月発 行 額 (億円) ８月４月 ７月６月５月

 

(注) 億円未満は四捨五入(以下同じ)  



 
 

 

 

 

② 地方債、政府保証債及び財投機関債等 

前月比

 地方債 3,131 4,607 4,533 4,860 3,375 5,174 1,799
  （うち 住民参加型） (31) (207) (333) (220) (155) (374) (219)
 政府保証債 2,450 2,700 3,400 3,650 3,900 3,600 △ 300
 財投機関債 2,730 6,471 2,864 3,957 1,291 5,227 3,936
 地方公社債 0 0 0 0 0 0 0

９月発 行 額 (億円) ８月４月 ７月６月５月

 

 

 

③ 普通社債 

前月比

 普通社債 8,120 7,930 8,600 11,140 3,290 11,583 8,293
  （うち 個人向け社債) (200) (350) (100) (650) (100) (0) (△ 100)
 電力債 700 2,250 1,500 1,000 1,200 2,700 1,500
 一般事業債 3,370 3,580 7,100 4,690 2,090 8,490 6,400
 NTT･JR･JT債 600 1,300 0 1,500 0 0 0
 銀行社債 3,450 800 0 3,950 0 393 393

９月発 行 額 (億円) ８月４月 ７月６月５月

 

(注)１．一般事業債には、放送債券及び投資法人債券を含む｡
２．普通社債のうち個人向け社債は、個人向けであることを引受証券会社に確認できたもの。  

 

 

④ 円建外債、ＣＢ及び資産担保型社債 

前月比

 Ｃ  Ｂ 0 0 200 0 0 0 0
 資産担保型社債 0 0 0 0 500 0 △ 500
 円建外債 0 1,600 8,490 1,580 700 1,470 770

９月発 行 額 (億円) ８月４月 ７月６月５月

 

 


